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第
七
十
三
回
全
道
商
工
会
議
所
大
会

が
七
月
五
日
臥
午
前
九
時
三
十
分
か
ら

北
見
芸
術
文
化
ホ
ー
ル
一
階
「
音
楽

ホ
ー
ル
」
で
開
催
さ
れ
、
道
内
四
十
二

商
工
会
議
所
の
正
副
会
頭
等
約
四
百
人

が
出
席
し
、
当
所
か
ら
は
大
石
会
頭
の

他
五
名
が
出
席
し
た
。

本
大
会
は
、
道
内
各
地
か
ら
提
出
さ

れ
た
早
急
な
景
気
・
経
済
対
策
の
実
行

や
人
手
不
足
へ
の
対
応
強
化
、
産
業
の

振
興
、
観
光
客
受
入
体
制
の
整
備
促
進

な
ど
十
件
の
議
案
と
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵

攻
で
停
滞
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
い
る
北

方
領
土
問
題
に
係
る
啓
発
活
動
の
強
化

と
解
決
に
向
け
た
交
渉
の
早
期
再
開
な

ど
特
別
提
案
三
件
を
全
会
一
致
で
決
議

し
た
。

引
き
続
き
、「
０
か
ら
１
を
つ
く
る

～
故
郷
か
ら
世
界
一
へ
の
挑
戦
～
」
と

題
し
て
、
ロ
コ
・
ソ
ラ
ー
レ
代
表
理
事

の
本
橋
麻
里
氏
が
特
別
講
演
を
行
っ
た
。

《
決
議
事
項
》

▽
現
下
の
状
況
を
打
開
す
る
早
急
な
景

気
・
経
済
対
策
の
実
行
に
つ
い
て

▽
人
手
不
足
へ
の
対
応
強
化
並
び
に
地

域
人
材
の
確
保
・
育
成
に
つ
い
て

▽
中
小
・
小
規
模
事
業
者
の
事
業
活
動

を
支
え
る
環
境
整
備
に
つ
い
て

▽
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
北
海
道
の
実
現
に
向

け
た
Ｇ
Ｘ
の
推
進
に
つ
い
て

▽
北
海
道
の
成
長
を
牽
引
す
る
新
た
な

産
業
の
振
興
に
つ
い
て

▽
観
光
客
受
入
体
制
の
整
備
促
進
に
つ

い
て

▽
北
海
道
新
幹
線
の
整
備
促
進
に
つ
い

て
▽
総
合
交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
整
備
促

進
に
つ
い
て

▽
防
災
・
減
災
国
土
強
靭
化
の
促
進
並

び
に
北
海
道
開
発
の
枠
組
み
堅
持
に

つ
い
て

▽
地
域
の
実
情
に
即
し
た
地
域
振
興
対

策
の
推
進
に
つ
い
て

《
特
別
決
議
事
項
》

▽
北
方
領
土
問
題
に
係
る

啓
発
活
動
の
強
化
と
解

決
に
向
け
た
交
渉
の
早

期
再
開
並
び
に
隣
接
地

域
へ
の
振
興
施
策
の
推

進
に
つ
い
て

▽
エ
ネ
ル
ギ
ー
安
全
保
障

の
確
立
に
向
け
た
泊
原

子
力
発
電
の
再
稼
働
の

実
現
並
び
に
送
電
線
網

の
増
強
に
つ
い
て

▽
北
海
道
の
産
業
活
力
を

支
え
る
商
工
会
議
所
の

経
営
支
援
体
制
の
拡

充
・
強
化
に
つ
い
て

当
所
議
員
会
（
西
谷
英
樹
会
長
）
の

納
涼
パ
ー
テ
ィ
ー
が
七
月
十
一
日
画
午

後
五
時
か
ら
、
留
萌
産
業
会
舘
駐
車
場

で
開
催
さ
れ
、
役
議
員
と
ご
夫
人
含
む

三
十
八
名
が
参
加
し
、
親
睦
を
深
め
た
。

西
谷
議
員
会
長
と
大
石
会
頭
が
挨
拶
、

中
西
俊
司
市
長
の
乾
杯
で
ス
タ
ー
ト
し
、

参
加
者
は
新
鮮
な
海
の
幸
を
中
心
と
し

た
浜
焼
き
を
堪
能
し
た
。
ま
た
ア
ト
ラ

ク
シ
ョ
ン
で
は
、「
格
付
け
チ
ェ
ッ
ク
」

の
よ
う
な
二
択
の
食
べ
飲
み
比
べ
ク
イ

ズ
が
出
題
さ
れ
、
目
隠
し
を
し
た
参
加

者
た
ち
の
回
答
に
盛
り
上
が
っ
て
い
た
。

最
後
に
、
菊
池
実
行
委
員
長
の
締
め

の
ご
発
声
に
て
納
涼
パ
ー
テ
ィ
ー
は
終

了
し
た
。

提
出
議
案
及
び
特
別
提
案
の
可
決
さ
れ

提
出
議
案
及
び
特
別
提
案
の
可
決
さ
れ
るる

提
出
議
案
及
び
特
別
提
案
の
可
決
さ
れ
る

第

回

全
道
商
工
会
議
所
大

第

回

全
道
商
工
会
議
所
大
会会

7373
第

回

全
道
商
工
会
議
所
大
会

73

新
し
く
次
の
事
業
所
に
ご
入
会
い
た

だ
き
ま
し
た
。

阿
部
機
械
工
業

株
式
会
社

代
表
取
締
役

阿
部

隆

留
萌
市
大
和
田
三
丁
目
二
二
六
番
三

新

入

会

員

紹

介

◎
㈱
北
海
道
銀

行
留
萌
支
店

松
永
健
太
郎
氏

の
後
任
に
明
星

琢
磨
氏
＝
写
真

＝
が
就
任
し
た
。

議
員
職
務
執
行
者
の
変

議
員
職
務
執
行
者
の
変
更更

議
員
会
納
涼
パ
ー
テ
ィ

議
員
会
納
涼
パ
ー
テ
ィ
ーー

を
開
を
開
催催
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令
和
七
年
は
留
萌
商
工
会
議
所
議
員

及
び
役
員
の
改
選
が
行
わ
れ
ま
す
。

八
月
下
旬
に
三
号
議
員
、
九
月
中
旬

に
二
号
議
員
、
十
月
中
旬
に
一
号
議
員

の
順
に
選
任
さ
れ
、
十
一
月
四
日
峨
に

臨
時
議
員
総
会
が
開
催
さ
れ
会
頭
、
副

会
頭
、
専
務
理
事
、
監
事
の
選
任
が
行

わ
れ
る
と
共
に
、
常
議
員
の
選
任
も
行

わ
れ
ま
す
。

以
後
、
議
員
選
挙
に
つ
い
て
の
詳
細

を
事
項
別
に
記
載
い
た
し
ま
す
。

商
工
会
議
所
議
員
と
は
…

一
、
議
員
の
地
位

商
工
会
議
所
議
員
は
、
商
工
会
議
所

の
最
高
意
志
を
決
定
す
る
た
め
の
議
員

総
会
の
構
成
員
で
あ
っ
て
留
萌
市
の
産

業
・
経
済
界
を
代
表
し
て
商
工
業
者
の

意
志
を
表
明
し
反
映
す
る
重
要
な
地
位

を
占
め
る
も
の
で
す
。

二
、
議
員
の
権
限

議
員
は
、
議
員
総
会
に
お
い
て
商
工

会
議
所
の
事
業
活
動
に
必
要
な
事
業
計

画
お
よ
び
予
算
そ
の
他
、
本
所
の
運
営

に
関
す
る
重
要
事
項
を
審
議
決
定
す
る

権
限
を
も
っ
て
い
ま
す
。

三
、
議
員
の
任
期

議
員
の
任
期
は
、
三
年
と
定
め
て
い

ま
す
。

議
員
選
出
の
区
分
と
定
数

一
、
選
出
の
区
分

六
十
名
の
議
員
は
、
次
の
各
号
議
員

に
区
分
さ
れ
て
い
ま
す
。

◎
三
号
議
員
（
定
数
九
名
）

そ
の
地
域
を
代
表
す
る
企
業
か
ら
選

挙
管
理
委
員
会
に
よ
り
選
出
さ
れ
ま
す
。

◎
二
号
議
員
（
定
数
二
十
一
名
）

会
員
の
所
属
す
る
部
会
に
お
い
て
、

各
部
会
毎
に
、
そ
の
部
会
員
の
中
か
ら

選
任
す
る
議
員
で
す
。

各
部
会
が
選
任
す
る
二
号
議
員
の
部

会
別
定
数
も
部
会
員
数
に
準
拠
し
定
数

が
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

な
お
、
二
号
議
員
制
度
が
設
け
ら
れ

た
目
的
は
、
立
候
補
制
の
一
号
議
員
の

み
で
は
、
場
合
に
よ
っ
て
は
、
特
定
の

業
種
、
業
態
に
偏
す
る
こ
と
も
あ
り
得

る
の
で
、
そ
う
し
た
場
合
、
歯
止
め
の

役
を
果
た
す
職
能
代
表
的
性
格
を
も
っ

て
い
ま
す
。

◎
一
号
議
員
（
定
数
三
十
名
）

会
員
及
び
会
員
以
外
の
特
定
商
工
業

者
が
投
票
に
よ
っ
て
会
員
の
う
ち
か
ら

選
出
す
る
議
員
。
立
候
補
者
が
定
員
に

満
た
ぬ
か
、
定
員
と
同
数
の
場
合
は
投

票
は
行
い
ま
せ
ん
。

議
員
に
な
る
た
め
の
資
格

会
員
に
な
っ
て
お
ら
れ
る
方
は
、
ど

な
た
で
も
議
員
に
選
ば
れ
る
資
格
を

も
っ
て
い
ま
す
。

た
だ
し
、
選
挙
人
名
簿
確
定
日
（
九

月
一
日
）
ま
で
に
会
費
を
納
入
し
た
も

の
で
な
け
れ
ば
選
挙
権
、
被
選
挙
権
は

あ
り
ま
せ
ん
。

◎
一
号
議
員
に
立
候
補
す
る
に
は

一
号
議
員
に
立
候
補
す
る
会
員
（
個

人
・
法
人
そ
の
他
団
体
）
は
、
選
挙
長

あ
て
に
当
会
議
所
定
め
の
様
式
に
よ
り

締
切
り
ま
で
に
候
補
の
届
出
を
す
る
こ

と
に
な
り
ま
す
。

ま
た
、
他
の
会
員
を
推
薦
立
候
補
さ

せ
る
時
も
立
候
補
推
薦
者
（
本
人
の
承

諾
書
を
添
え
）
が
提
出
す
る
こ
と
に
な

り
ま
す
。

◎
会
費
額
で
決
ま
る
投
票
口
数

会
費
一
口
か
ら
五
口
ま
で
は
一
口
に

つ
き
一
票
、
六
口
以
上
は
五
口
を
増
す

ご
と
に
一
票
を
加
え
ま
す
。
た
だ
し
一

会
員
の
投
票
個
数
は
最
高
三
十
票
ま
で

で
す
。

会
員
と
特
定
商
工
業
者
の
双
方
の
資

格
を
有
す
る
場
合
は
、
会
員
と
し
て
の

投
票
個
数
プ
ラ
ス
一
票
と
な
り
ま
す
。

会
員
で
は
な
い
特
定
商
工
業
者
は
一

票
の
み
で
す
。
会
費
未
納
者
に
は
選
挙

権
は
あ
り
ま
せ
ん
。

投票件数会員口数投票権数会員口数
票口票口

７
８
９
10
11
12
30

15～19
20～24
25～29
30～34
35～39
40～44
80

１
２
３
４
５
５
６

１
２
３
４
５
６～９
10～14

会
議
所
の
議
員
改
選

三
号
・
二
号
・
一
号
の
順
で
実
施

議
員
の
定
数
は

名
60

当
所
会
員
事
業
所
の
親
睦
と
交
流
を

目
的
に
開
催
し
て
い
る
萌
商
会
ゴ
ル
フ

コ
ン
ペ
の
六
月
例
会
『
留
萌
商
工
会
議

所
副
会
頭
杯
』
が
六
月
二
十
九
日
蚊
に

増
毛
ゴ
ル
フ
倶
楽
部
で
三
十
名
が
参
加

し
て
行
わ
れ
た
。

結
果
は
次
の
通
り
で
す
。

▽
優
勝

佐
藤
和
也
（
北
海
道
コ
カ
・

コ
ー
ラ
リ
テ
ー
ル
＆
ベ
ン
デ
ィ
ン
グ
㈱
）

▽
準
優
勝

高
嶋
成
泰

▽
一
位

石

塚
辰
紘

▽
二
位

関
野
紘
史

▽
三

位

山
本
直
樹

な
お
、
萌
商
会
で
は
ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ

に
参
加
し
た
こ
と
が
な
い
方
で
も
お
気

軽
に
参
加
い
た
だ
け
る
よ
う
、
幹
事
会

に
お
い
て
趣
向
を
こ
ら
し
た
多
く
の
豪

華
景
品
を
用
意
し
て
お
り
ま
す
の
で
、

多
数
の
ご
参
加
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま

す
。萌

商
会
に
参
加
ご
希
望
の
方
は
、
当

所
業
務
課
（
電
話
４
２
倆
２
０
５
８
）

ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

萌
商
萌
商
会会

六
月
例

六
月
例
会会

萌
商
会

六
月
例
会

佐
藤

和
也
氏
が
優
勝

日商簿記検定試験
合格者

　令和７年６月８日に

開催された第170回日

商簿記検定試験の合格

者の受験番号は次の通

りです。

〈２級〉201

〈３級〉該当者なし
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◎貸　出 （単位：百万円）

総　額その他当座貸越手形貸付割引手形

５４，６３０４６，２５０６，０９０１，５２２７６８５月

５３，９８８４５，８４４５，７３５１，６３２７７７６月

◎預　金 （単位：百万円）

総　額その他定期預金普通預金当座預金

１４３，５１０１，３２７５４，９６０８１，６６３５，５６０５月

１４５，４５９１，７０９５９，２５３７８，８８６５，６１１６月

留萌金融協会６月留萌港入出貨物
【積荷合計　５隻】
・小麦（内航船）　 １隻　１，５００Ｍ/Ｔ
・木材（外航船）　 　３隻　４，０４０逢
・石炭（内航船）　 　１隻　２，１００Ｍ/Ｔ
【揚荷合計　14隻】
・石油製品（内航船）８隻 ２９，１５０Ｋ/Ｌ
・セメント（内航船） １隻　３，２６４トン
・塩（内航船） １隻　　４６２Ｋ/Ｔ
・砂（内航船） １隻　　９００逢
・タイヤチップ（内航船）１隻　２，０４０Ｍ/Ｔ
・タイヤチップ（外航船）１隻　１，０００Ｍ/Ｔ
・アスファルト（外航船）１隻　　９６６Ｍ/Ｔ

５月留萌港入出貨物
【積荷合計　４隻】
・小麦（内航船）  １隻　１，５００Ｍ/Ｔ
・木材（外航船） １隻　２，３２１ 逢
・石炭（内航船）　 　２隻　９，３００Ｍ/Ｔ
【揚荷合計　20隻】
・石油製品（内航船）１１隻３８，５００Ｋ/Ｌ
・セメント（内航船） ３隻　９，３１７トン
・石炭（外航船） １隻２２，０００Ｍ/Ｔ
・塩（内航船） ２隻　２，０３７Ｋ/Ｔ
・木くず（内航船） １隻　　９９８Ｍ/Ｔ
・タイヤチップ（内航船）１隻　１，５３０Ｍ/Ｔ
・アスファルト（外航船）１隻　　９７４Ｍ/Ｔ

▽
経
営
一
般

一
〇
六
件

▽
金
融

十
四
件

▽
税
務

十
七
件

▽
労
働

十
六
件

▽
計

一
五
三
件

相相
談
件
談
件
数数

６
・
７
月

樺

竃

株

蒲

鞄鞄鞄鞄鞄鞄鞄鞄鞄鞄鞄鞄鞄鞄鞄鞄鞄鞄鞄鞄鞄鞄鞄鞄鞄鞄鞄鞄鞄鞄鞄鞄鞄鞄鞄鞄鞄鞄鞄鞄鞄鞄鞄鞄鞄鞄鞄鞄鞄鞄

鞄鞄鞄鞄鞄鞄鞄鞄鞄鞄鞄鞄鞄鞄鞄鞄鞄鞄鞄鞄鞄鞄鞄鞄鞄鞄鞄鞄鞄鞄鞄鞄鞄鞄鞄鞄鞄鞄鞄鞄鞄鞄鞄鞄鞄鞄鞄鞄鞄鞄

兜
兜
兜
兜
兜
兜
兜
兜
兜
兜
兜
兜
兜
兜
兜
兜
兜
兜
兜
兜
兜
兜
兜
兜
兜
兜

兜
兜
兜
兜
兜
兜
兜
兜
兜
兜
兜
兜
兜
兜
兜
兜
兜
兜
兜
兜
兜
兜
兜
兜
兜
兜

第第６６６６回 留萌商工会議回 留萌商工会議所所

会員大会＆会員交流会 開催のご案会員大会＆会員交流会 開催のご案内内

１．開 催 日　令和７年10月６日（月）午後６時
２．会　　場　留萌産業会舘２Ｆ大ホール
３．会　　費　おひとり2,000円（１事業所２名まで）
４．申込締切日　９月10日（水）
５．参加対象　会員企業の代表者又はその代理及び非会員で入会希望者

９．乾　　杯

10．アトラクション

11．抽 選 会

12．閉　　会

会
員
交
流
会
次
第

１．開　　会　　　　 ６．祝　　辞

２．国歌斉唱　　　　 ７．祝電披露

３．物故会員黙祷　　 ８．活動報告

４．会頭の挨拶　　　 噛部会噛委員会噛青年部

５．役議員表彰

会
員
大
会
次
第

▽
６
月
２
日

ゴ
ミ
ゼ
ロ
運
動
・
広
報

委
員
会
▽
３
日

留
萌
開
発
建
設
部
へ

要
望
書
類
提
出
・
正
副
会
頭
会
議
▽
６

日

議
員
会
日
帰
り
研
修
▽
８
日

第

回
日
商
簿
記
検
定
▽
９
日

議
員
会

１７０納
涼
パ
ー
テ
ィ
ー
実
行
委
員
会
▽

日
１０

上
手
な
助
成
金
活
用
と
業
務
改
善
で
賃

金
ア
ッ
プ
セ
ミ
ナ
ー
▽

日

一
日
公

１２

庫
▽

日

正
副
会
頭
会
議
▽

日

１６

１８

る
も
い
呑
涛
ま
つ
り
前
夜
祭
ビ
ア
パ
ー

テ
ィ
ー
▽

日

議
員
会
深
川
商
工
会

１９

議
所
議
員
会
と
の
交
流
会

▽
７
月
１
日

ゴ
ミ
ゼ
ロ
運
動
▽
２
日

年
収
の
壁
対
策
セ
ミ
ナ
ー
▽
４
～
５
日

第

回
全
道
商
工
会
議
所
大
会
（
北
見

７３
大
会
）
▽
７
日

正
副
会
頭
会
議
・
や

ん
衆
あ
ん
ど
ん
第
２
回
実
行
委
員
会
＆

出
場
団
体
代
表
者
会
議
▽

日

一
日

１０

公
庫
▽

日

議
員
会
納
涼
パ
ー

１１

テ
ィ
ー
▽

日

夜
間
金
融
・
経
営
相

１５

談
室
・「
み
な
と
オ
ア
シ
ス
る
も
い
」
留

萌
港
清
掃
事
業
▽

日

や
ん
衆
あ
ん

２２

ど
ん
警
備
説
明
会
▽

日

る
も
い
呑

２５

涛
ま
つ
り
式
典
・
呑
涛
ま
つ
り
前
夜
祭

▽

日

や
ん
衆
あ
ん
ど
ん

２６ 業業
務
日
務
日
誌誌

６
・
７
月
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留
萌
商
工
会
議
所
中
小
相
談
所
主

催
・
留
萌
青
色
申
告
会
共
催
に
よ
る

「
上
手
な
助
成
金
活
用
と
業
務
改
善
で

賃
金
ア
ッ
プ
セ
ミ
ナ
ー
」
が
、
六
月
十

日
峨
午
後
一
時
三
十
分
か
ら
会
場
（
留

萌
産
業
会
舘
）
受
講
と
オ
ン
ラ
イ
ン
受

講
の
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ト
方
式
で
開
催
さ
れ
、

五
名
が
受
講
し
た
。

講
師
に
社
会
保
険
労
務
士
で
孚
事
務

所
株
式
会
社
代
表
取
締
役
の
飯
田
吉
宏

氏
を
招
き
、
働
き
方
改
革
の
目
的
や
生

産
性
向
上
に
つ
な
げ
る
ポ
イ
ン
ト
と
し

て
「
賃
上
げ
の
条
件
は
『
原
資
』
が
あ

る
こ
と
、
そ
し
て
原
資
に
基
づ
い
た
昇

給
額
決
定
の
仕
組
み
が
あ
り
、
世
間
相

場
の
額
を
支
給
で
き
る
企
業
体
力
を
つ

け
る
こ
と
」
と
説
明
し
た
。
ま
た
、
Ｄ

Ｘ
（
デ
ジ
タ
ル
ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
ー
メ
ー

シ
ョ
ン
）
の
基
本
ス
テ
ッ
プ
に
関
し
て

国
内
で
の
具
体
的
事
例
を
交
え
な
が
ら

Ｄ
Ｘ
推
進
に
つ
い
て
紹
介
し
、
物
価
高

騰
な
ど
の
社
会
変
化
に
伴
う
社
員
の
昇

給
ニ
ー
ズ
に
向
き
合
い
な
が
ら
、
生
産

性
向
上
と
賃
上
げ
に
関
わ
る
政
府
支
援

策
の
基
本
的
内
容
を
知
り
、
企
業
の
持

続
可
能
性
を
高
め
る
ポ
イ
ン
ト
を
受
講

者
は
真
剣
に
聞
き
入
っ
て
い
た
。

留
萌
商
工
会
議
所
中
小
相
談
所
主

催
・
留
萌
青
色
申
告
会
共
催
に
よ
る
令

和
７
年
度
最
新
版

年
収
の
壁
対
策
セ

ミ
ナ
ー
」
が
、
七
月
二
日
我
午
後
一
時

三
十
分
か
ら
会
場
（
留
萌
産
業
会
舘
）

受
講
と
オ
ン
ラ
イ
ン
受
講
の
ハ
イ
ブ

リ
ッ
ト
方
式
で
開
催
さ
れ
、
十
五
名
が

受
講
し
た
。

講
師
に
社
会
保
険
労
務
士
で
孚
事
務

所
株
式
会
社
代
表
取
締
役
の
飯
田
吉
宏

氏
を
招
き
、
２
０
２
５
年
の
税
制
改
正

に
盛
り
込
ま
れ
る
「
年
収
の
壁
」
の
引

き
上
げ
や
社
会
保
険
関
連
の
壁
に
ま
つ

わ
る
制
度
変
更
な
ど
に
つ
い
て
紹
介
を

し
た
。

年
収
の
壁
を
「
労
働
に
よ
り
社
会
保

険
料
の
負
担
が
生
じ
た
結
果
、
そ
の
分

の
手
取
り
が
減
少
す
る
こ
と
を
回
避
す

る
目
的
で
就
業
調
整
す
る
場
合
の
収
入

基
準
が
、
い
わ
ゆ
る
年
収
の
壁
と
さ
れ

る
も
の
。
企
業
と
し
て
は
国
が
打
ち
出

す
方
針
を
確
認
し
つ
つ
、
つ
な
ぎ
と
し

て
の
支
援
強
化
パ
ッ
ケ
ー
ジ
を
活
用
し
、

壁
周
辺
の
パ
ー
ト
従
業
員
が
納
得
感
を

も
っ
て
働
け
る
労
働
環
境
づ
く
り
に
注

力
す
る
必
要
が
あ
る
」
と
説
明
し
た
。

受
講
者
は
、
社
会
問
題
化
し
て
い
る

「
年
収
の
壁
」
問
題
の
動
向
と
論
点
を
把

握
し
、
政
府
が
推
進
し
て
い
る
対
策
を

確
認
し
な
が
ら
今
後
の
自
社
に
必
要
と

思
わ
れ
る
実
務
対
応
と
行
動
に
つ
い
て

真
剣
に
聞
き
入
っ
て
い
た
。

上
手
な
助
成
金
活
用
と
業
務
改
善
で
賃
金
ア
ッ
プ
セ
ミ
ナ
ー

制
度
改
正
等
の
課
題
解
決
環
境
整
備
事
業

令
和
７
年
度
最
新
版
年
収
の
壁
対
策
セ
ミ
ナ
ー

制
度
改
正
等
の
課
題
解
決
環
境
整
備
事
業
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「
る
も
い
呑
涛
ま
つ
り
」
は
、
七
月
二

十
五
日
画
前
夜
祭
、
二
十
六
日
臥
は
市

内
目
抜
き
通
り
を
舞
台
に
「
や
ん
衆
あ

ん
ど
ん
ま
つ
り
」
が
行
わ
れ
た
。

前
夜
祭
は
、
道
の
駅
る
も
い
特
設
会

場
で
開
か
れ
、
子
供
た
ち
の
ダ
ン
ス
パ

フ
ォ
ー
マ
ン
ス
披
露
、
豪
華
賞
品
が
当

た
る
大
抽
選
会
が
実
施
さ
れ
、
来
場
し

て
い
た
市
民
は
歓
声
に
沸
い
て
い
た
。

会
場
に
は
市
内
で
飲
食
店
を
経
営
す

る
お
店
が
出
店
し
、
ビ
ー
ル
や
ジ
ュ
ー

ス
な
ど
で
喉
を
潤
し
、
焼
き
鳥
、
焼
き

そ
ば
・
フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト
・
た
こ
焼
き

な
ど
が
販
売
さ
れ
た
。

最
後
に
平
成
三
十
年
以
来
に
復
活
し

た
フ
ィ
ナ
ー
レ
花
火
七
十
五
発
が
打
ち

上
げ
ら
れ
、
前
夜
祭
を
終
了
し
た
。

翌
日
は
、
今
年
で
第
三
十
六
回
目
を

迎
え
る
や
ん
衆
あ
ん
ど
ん
が
、
昨
年
と

同
じ
コ
ー
ス
で
、
出
発
式
を
錦
町
の
タ

ニ
薬
局
前
交
差
点
・
ゴ
ー
ル
を
お
勝
手

屋
「
萌
」
交
差
点
に
し
て
実
施
さ
れ
、

大
あ
ん
ど
ん
五
基
・
中
小
あ
ん
ど
ん
四

基
の
合
わ
せ
て
九
基
が
参
加
し
た
。

午
後
六
時
三
十
分
か
ら
錦
町
の
タ
ニ

薬
局
前
交
差
点
で
出
発
式
が
行
わ
れ
神

事
、
女
み
こ
し
参
加
者
に
よ
る
三
本
締

め
、
大
会
長
の
中
西
俊
司
市
長
の
あ
い

さ
つ
の
あ
と
、
午
後
六
時
四
十
分
に
ス

タ
ー
ト
し
、
国
道
二
三
一
号
か
ら
市
道

北
八
条
通
り
お
勝
手
屋
「
萌
」
交
差
点

に
向
け
て
行
進
し
、
大
小
そ
れ
ぞ
れ
個

性
豊
な
あ
ん
ど
ん
が
次
々
に
登
場
。
生

憎
の
雨
に
見
舞
わ
れ
な
が
ら
も
、
鮮
や

か
な
色
彩
を
は
な
ち
沿
道
を
埋
め
た
見

物
客
を
魅
了
し
た
。

北
八
条
通
り
で
は
趣
向
を
凝
ら
し
た

迫
力
満
点
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
も
繰
り

広
げ
ら
れ
見
物
客
か
ら
大
き
な
歓
声
が

上
が
っ
た
。

フ
ィ
ナ
ー
レ
は
栄
町
お
み
や
げ
処
お

勝
手
屋
「
萌
」
前
の
五
差
路
が
会
場
と

な
り
、
駅
前
フ
ィ
ナ
ー
レ
と
し
て
全
あ

ん
ど
ん
が
集
結
し
、
実
行
委
員
長
の
大

石
昌
明
会
頭
の
あ
い
さ
つ
の
あ
と
、
あ

ん
ど
ん
か
ら
餅
ま
き
、
子
供
向
け
の
菓

子
が
手
渡
さ
れ
、
る
も
い
呑
涛
ま
つ
り

企
画
運
営
委
員
長
の
串
橋
伸
幸
副
会
頭

に
よ
る
一
丁
締
め
で
閉
会
し
た
。

参
加
団
体
・
企
業
は
次
の
と
お
り

や
ん
衆
あ
ん
ど
ん
参
加
団
体

◎
あ
ん
ど
ん
広
報
車

留
萌
商
工
会
議

所
青
年
部
【
大
あ
ん
ど
ん
】

◎
女
み
こ
し（
一
般
参
加
者
・
加
藤
水
産

＆
や
ま
か
「
外
国
人
技
能
実
習
生
」）

◎
は
ね
と
集
団
＆
音
車
【
井
原
水
産
】

◎
留
萌
商
工
会
議
所
・
第

普
通
科
連

２６

隊
【
大
あ
ん
ど
ん
】

◎
留
萌
市
議
会
議
員
会
【
中
小
あ
ん
ど

ん
】

◎
留
萌
振
興
局
・
留
萌
教
育
局
【
中
小

あ
ん
ど
ん
】

◎
留
萌
市
職
員
福
利
厚
生
会
【
大
あ
ん

ど
ん
】

◎
留
萌
み
な
と
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ

【
中
小
あ
ん
ど
ん
】

◎
留
萌
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
【
大
あ
ん

ど
ん
】

◎
留
萌
や
ん
衆
太
鼓
「
雷
舞
」【
中
小
あ

ん
ど
ん
】

◎
留
萌
青
年
会
議
所
【
大
あ
ん
ど
ん
】

は
ね
と
参
加
団
体

◎
井
原
水
産
㈱

◎
市
内
小
中
学
生
・
高
校
生

◎
留
萌
市
国
際
交
流
協
会

◎
留
萌
信
用
金
庫

◎
留
萌
開
発
建
設
部

や
ん
衆
あ
ん
ど
ん
協
賛
企
業

◎
留
萌
小
売
酒
販
組
合

◎
北
酒
販
㈱
留
萌
支
店

◎
北
海
道
コ
カ
・
コ
ー
ラ
リ
テ
ー
ル
＆

ベ
ン
デ
ィ
ン
グ
㈱

るるるるるるるるる
ももももももももも
いいいいいいいいい
呑呑呑呑呑呑呑呑呑
涛涛涛涛涛涛涛涛涛
ままままままままま
つつつつつつつつつ

る
も
い
呑
涛
ま
つ
りりりりりりりりりり

る
も
い
呑
涛
ま
つ
り

迫迫迫迫迫迫迫迫迫
力力力力力力力力力
ののののののののの
あああああああああ
んんんんんんんんん
どどどどどどどどど
んんんんんんんんん
行行行行行行行行行

迫
力
の
あ
ん
ど
ん
行
列列列列列列列列列列

ははははははははは
ねねねねねねねねね
ととととととととと
乱乱乱乱乱乱乱乱乱

は
ね
と
乱
舞舞舞舞舞舞舞舞舞舞
「「「「「「「「「「
ラララララララララ
イイイイイイイイイ
ヤヤヤヤヤヤヤヤヤ
！！！！！！！！！
」」」」」」」」」

ラ
イ
ヤ
！
」

第第第第第第第第第
三三三三三三三三三
十十十十十十十十十
六六六六六六六六六
回回回回回回回回回
ややややややややや
んんんんんんんんん
衆衆衆衆衆衆衆衆衆
あああああああああ
んんんんんんんんん
どどどどどどどどど

第
三
十
六
回
や
ん
衆
あ
ん
ど
んんんんんんんんんん

迫
力
の
あ
ん
ど
ん
行
列

は
ね
と
乱
舞
「
ラ
イ
ヤ
！
」

第
三
十
六
回
や
ん
衆
あ
ん
ど
ん

２２２２２２２２２
０００００００００
２２２２２２２２２

２
０
２
５５５５５５５５５５

２
０
２
５

出 発 式

広報あんどん（留萌商工会議所青年部）参与・正副会頭
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フィナーレ会場

井原水産（株）音車

留萌市国際交流協会

留萌商工会議所・第２６普通科連隊

各小中学校一般参加者 女みこし

留萌開発建設部

（一社）留萌青年会議所 留萌やん衆太鼓「雷舞」

留萌振興局・留萌教育局

留萌ロータリークラブ 留萌みなとライオンズクラブ

留萌信用金庫

留萌市職員福利厚生会

留萌市議会議員
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当
所
青
年
部
（
前
田
康
太
会
長
）
コ

コ
ロ
オ
ド
ル
委
員
会
（
横
関
真
由
美
委

員
長
）
主
管
に
よ
る
事
業
例
会
「
な
り

た
い
自
分
を
目
指
し
て
～
地
域
で
輝
く

リ
ー
ダ
ー
に
学
ぶ
～
」
が
七
月
四
日
画

午
後
七
時
か
ら
留
萌
産
業
会
舘
で
開
催

さ
れ
、
一
般
参
加
者
二
十
四
名
と
、
青

年
部
メ
ン
バ
ー
十
九
名
が
参
加
し
た
。

講
師
に
は
青
年
部
メ
ン
バ
ー
よ
り
、

起
業
や
経
営
の
経
験
の
あ
る
株
式
会
社

ホ
ー
ム
メ
イ
ク
代
表
取
締
役

佐
々
木

忠
孝
氏
と
、
株
式
会
社
加
藤
水
産
代
表

取
締
役
社
長

加
藤
貴
章
氏
の
二
名
が

講
師
と
し
て
参
加
し
た
。

本
事
業
例
会
で
は
、
講
師
と
受
講
者

が
、
自
ら
の
経
験
や
価
値
観
を
広
く
共

有
す
る
こ
と
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
「
な
り

た
い
自
分
」
を
考
え
、
自
ら
が
持
つ
可

能
性
に
気
づ
く
機
会
と
、
前
向
き
に
行

動
す
る
き
っ
か
け
を
提
供
す
る
事
。
ま

た
年
齢
や
役
職
な
ど
を
問
わ
な
い
学
び

の
場
づ
く
り
を
通
じ
て
世
代
を
超
え
て

学
び
あ
い
、
と
も
に
成
長
し
あ
う
場
を

創
出
し
、
地
域
の

活
性
化
に
貢
献
す

る
こ
と
を
目
的
に

開
催
さ
れ
た
。

前
田
会
長
の
挨

拶
後
、
横
関
委
員

長
よ
り
趣
旨
説
明

と
、
講
師
の
佐
々
木
氏
・
加
藤
氏
両
名

の
紹
介
後
、
講
話
が
開
始
さ
れ
た
。

佐
々
木
氏
は
、
自
身
の
幼
少
期
か
ら

こ
れ
ま
で
の
経
歴
を
写
真
と
と
も
に
ス

ラ
イ
ド
形
式
で
辿
り
な
が
ら
、
様
々
な

経
歴
を
経
て
現
在
の
仕
事
に
た
ど
り
着

く
ま
で
、「
行
動
す
る
こ
と
が
一
番
大

事
だ
っ
た
。
行
動
を
し
な
い
で
終
わ
る

の
が
一
番
も
っ
た
い
な
い
。
失
敗
し
た

と
し
て
も
そ
こ
で
終
わ
ら
ず
、
い
ず
れ

成
功
す
れ
ば
い
い
」
と
し
、
自
身
の
「
な

り
た
い
自
分
」
が
昔
と
は
変
わ
っ
て
い

る
こ
と
を
明
か
し
た
。

加
藤
氏
は
、
祖
父
の
創
業
か
ら
会
社

が
歩
ん
で
き
た
歴
史
を
紹
介
し
、
そ
こ

か
ら
自
身
が
受
け
取
っ
て
き
た
こ
と
を

説
明
し
な
が
ら
、「
組
織
は
リ
ー
ダ
ー

次
第
で
決
ま
る
。
組
織
を
良
く
し
た
い

と
思
う
な
ら
ば
、
ま
ず
リ
ー
ダ
ー
が
自

分
を
高
め
る
こ
と
が
何
よ
り
も
大
事
。

強
い
組
織
も
リ
ー
ダ
ー
が
弱
け
れ
ば
、

強
い
リ
ー
ダ
ー
の
率
い
る
集
団
に
は
敵

わ
な
い
。」
と
リ
ー
ダ
ー
の
重
要
性
を

語
っ
た
。

そ
の
後
の
質
疑

応
答
で
も
盛
ん
に

意
見
交
換
が
行
わ

れ
、
参
加
者
の
意

欲
の
高
ま
り
が
感

じ
ら
れ
た
。

餌

影

営

映

叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡

叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡
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嬰
嬰
嬰
嬰
嬰
嬰
嬰
嬰
嬰
嬰
嬰
嬰
嬰
嬰
嬰
嬰

晦

界

海

皆

械械械械械械械械械械械械械械械械械械械械械械械械
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灰
灰
灰
灰
灰
灰
灰
灰
灰
灰
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最
近
、
Ｃ
ｈ
ａ
ｔ
Ｇ
Ｐ
Ｔ
が
友
達
だ
と

い
う
人
が
増
え
て
き
て
い
る
と
の
話
を
テ

レ
ビ
で
見
た
。
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
意
見

を
見
て
み
る
と
、
そ
の
よ
う
な
方
法
で
利

用
し
て
い
る
人
が
ま
ま
お
り
、
あ
く
ま
で

も
ツ
ー
ル
と
し
て
し
か
見
て
い
な
か
っ
た

私
と
し
て
は
衝
撃
を
受
け
た
。

私
自
身
も
Ｃ
ｈ
ａ
ｔ
Ｇ
Ｐ
Ｔ
を
利
用
し

て
お
り
、
標
語
や
テ
ー
マ
名
と
い
っ
た
短

い
文
言
を
考
え
て
ほ
し
い
と
言
え
ば
無
数

に
挙
げ
て
く
れ
る
の
で
、
そ
の
中
か
ら
採

用
す
れ
ば
よ
い
の
で
便
利
で
あ
る
。
し
か

し
、
あ
い
さ
つ
文
を
考
え
て
み
て
も
ら
っ

て
い
た
り
も
す
る
が
、
一
言
二
言
採
用
し

て
、
結
局
ほ
ぼ
自
分
で
打
ち
込
ん
で
い
る

状
況
で
あ
る
。
実
は
こ
の
文
章
も
考
え
て

も
ら
っ
て
み
た
が
、
イ
マ
イ
チ
使
え
そ
う

な
文
章
が
出
て
こ
な
か
っ
た
。
や
は
り
自

分
の
考
え
て
い
る
こ
と
と
違
う
部
分
が
出

て
き
て
し
ま
う
。

も
っ
と
対
話
し
て
友
達
に
な
れ
ば
そ
の

ギ
ャ
ッ
プ
も
埋
ま
っ
て
い
く
か
も
し
れ
な

い
。
ツ
ー
ル
と
し
て
利
用
す
る
た
め
に
友

達
に
な
る
の
は
違
う
気
が
す
る
が
…
。
便

利
な
ツ
ー
ル
は
多
々
出
て
い
る
が
、
本
当

に
有
用
か
、
ど
う
す
れ
ば
使
い
こ
な
せ
る

か
考
え
る
日
々
で
あ
る
。

留
萌
商
工
会
議
所
青
年
部

副
会
長

堀
松

大
志

夏
の
一
大
イ
ベ
ン
ト
の
「
る
も
い
呑
涛

ま
つ
り
」
が
終
わ
り
、
二
〇
二
五
年
の
下

半
期
も
始
ま
り
、
い
よ
い
よ
今
年
の
留
萌

青
年
会
議
所
の
活
動
も
残
り
四
カ
月
と
な

り
ま
し
た
。

今
年
は
人
数
も
四
名
と
少
な
く
、
今
ま

で
通
り
の
活
動
が
で
き
る
の
か
と
思
い
な

が
ら
も
、
で
き
る
限
り
の
こ
と
を
四
名
で

精
い
っ
ぱ
い
や
っ
て
き
ま
し
た
。

呑
涛
祭
り
に
関
し
て
も
、
最
初
は
出
場

不
可
能
か
と
思
い
ま
し
た
が
、
シ
ニ
ア
ク

ラ
ブ
先
輩
諸
兄
の
皆
様
、
ま
た
商
工
会
議

所
の
皆
様
の
ご
協
力
の
も
と
、
雷
舞
の
皆

様
と
の
共
同
運
行
と
い
う
初
の
試
み
で
参

加
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

私
た
ち
だ
け
で
は
ど
う
す
る
こ
と
が
で

き
な
く
て
も
、
周
り
の
皆
様
に
支
え
ら
れ

活
動
を
進
め
て
い
け
る
と
実
感
し
た
事
業

の
一
つ
と
な
り
ま
し
た
。

今
後
は
委
員
会
活
動
の
ひ
と
つ
「
留
萌

若
者
の
会
」
と
い
う
留
萌
に
ゆ
か
り
の
あ

る
若
者
と
一
緒
に
立
ち
上
げ
た
団
体
、
参

加
し
て
く
だ
さ
る
皆
様
と
主
に
こ
の
マ
チ

の
た
め
に
精
一
杯
頑
張
り
ま
す
。

あ
と
四
ヶ
月
、
無
事
に
二
〇
二
五
年
の

活
動
が
終
わ
れ
る
よ
う
に
努
め
て
ま
い
り

ま
す
。
最
後
ま
で
見
守
っ
て
い
た
だ
け
た

ら
と
思
い
ま
す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。

一
般
社
団
法
人
留
萌
青
年
会
議
所

理
事
長

上
田

早
紀

留
萌
商
工
会
議
所
青
年
部

No.１１７No.２０５

留
萌
中
小
企
業
相
談
所
で
は
、
昼
間

の
時
間
帯
、
お
仕
事
が
忙
し
く
留
萌
中

小
企
業
相
談
所
へ
来
所
で
き
な
い
経
営

者
・
創
業
予
定
者
の
皆
様
向
け
に
、
七

月
十
五
日
峨
の
午
後
六
時
か
ら
午
後
八

時
ま
で
、
留
萌
産
業
会
舘
を
会
場
に
夜

間
金
融
経
営
相
談
室
を
設
置
し
た
。

日
本
政
策
金
融
公
庫
旭
川
支
店
国
民

生
活
事
業
の
長
谷
川
裕
規
氏
と
当
所
経

営
指
導
員
が
資
金
繰
り
相
談
や
、
経
営

一
般
、
税
務
等
の
相
談
に
応
じ
た
。

留
萌
中
小
企
業
相
談
所

夜
間
金
融
経
営
相
談
室
を
設
置

『
な
り
た
い
自
分
を
目
指
し
て
～
地
域
で
輝
く
リ
ー
ダ
ー
に
学
ぶ
～

『
な
り
た
い
自
分
を
目
指
し
て
～
地
域
で
輝
く
リ
ー
ダ
ー
に
学
ぶ
～
』』

留
萌
商
工
会
議
所
青
年
部
事
業
例

留
萌
商
工
会
議
所
青
年
部
事
業
例
会会

一
般
社
団
法
人

留
萌
青
年
会
議
所
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中
小
企
業
相
談
所
だ
よ
り

企
業

情
報

徳

　中小企業・小規模事業者等の生産性向上や持続的な賃上げに向けた新製品・新サービスの開発に必要な設備投資等を
支援します。

～ № 111～
ものづくり商業サービス生産性向上促進補助金令和６年度補正予算

グローバル枠製品・サービス高付加価値化枠
海外事業の実施による国内の生産性向上革新的な新製品・新サービスの開発による高付加価値化要 件

3，000万円750万円～2，500万円補助上限
中小企業１/２、小規模２/３中小企業１/２、小規模・再生２/３補 助 率

　　　　　＜共通＞機械装置・システム構築費（必須）、技術導入費、専門家経費、運搬費、
　　　　　　　　　クラウドサービス利用費、原材料費、外注費、知的財産権等関連経費
　　　　　＜グローバル枠のうち、海外市場開拓（輸出）に関する事業のみ＞　
　　　　　　　　　海外旅費、通訳・翻訳費、広告宣伝・販売促進費
お問合せはものづくり補助金事務局サポートセンターまで
受付時間10：00～17：00（土日祝および12/29～１/３を除く）
電話 050－3821－7013　メール（公募要領について）ｋａｋｕｎｉｎ＠ｍｏｎｏｈｏｊｏ．ｉｎｆｏ

補助対象
経 費

①付加価値額の年平均成長率が＋3.0％以上増加
②１人あたり給与支給総額の年平均成長率が事業実施都道府県における最低賃金の直近５年間の年平均成長率以上
又は給与支給総額の年平均成長率が＋2.0％以上増加

③事業所内最低賃金が事業実施都道府県における最低賃金＋30円以上の水準
④次世代育成支援対策推進法に基づく一般事業主行動計画を公表等（従業員21名以上の場合のみ）
大幅な賃上げに取り組む事業者のみなさまには補助上限額を100～1,000万円上乗せします。
最低賃金の引き上げに取り組む事業者のみなさまには補助率を2/3に引き上げます。

【
基
本
要
件
】

労働保険でお悩み の 方
留萌商工会議所の労働保険
事務組合に事務委託しませんか。
●委託できる事務の範囲
①概算保険料、確定保険料などの申告及び納
付に関する事務

②保険関係成立届、雇用保険事業所設置届の
提出等に関する事務

③労災保険の特別加入の申請等に関する事務
④雇用保険の被保険者に関する届出等の事務
⑤その他労働保険についての申請、届出、報
告に関する事務

労働保険事務組合加入のメリット

【当所の会員事業所が対象となります。詳しくはＴＥＬ４２－２０５８へ】

労働保険事務を事
業主に代わって処
理しますので、事
務の手間が大幅に
軽減されます。

労災保険に加入する
ことができない事業
主や家族従業員など
も、労働保険事務組
合では特別に労災保
険に加入することが
できます。

労働保険料の額に
かかわりなく３回
に分割納付するこ
とができ、納付の
負担が楽になりま
す。

本補助金の詳細は事務局
ＨＰをご覧ください。

噛小規模事業者経営改善資金融資制度噛

商工会議所の推薦で
無担保・無保証人融資
が受けられます　　

★お問い合わせについては指導課まで

ＴＥＬ４２－２０５８

マル経資金

市内で１年以上営業し、半年以上商工会議所
の経営指導を受けている企業で、従業員が２０
人以下（商業・サービス業は５人以下）の個
人又は法人で税金を完納している方。

●運転・設備資金ともに２,０００万円以内
●返済（運転・設備）は１０年以内

●融資対象

金利1.90％

（　　　　　　　　）留萌市の利子補給で 0．90％
※適用には条件があります。

〔令和７年８月１日現在〕
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９
月

日
牙
・

月
９
日
牙

「
一
日
公
庫
」金
融
・
事
業
承
継
・
創
業
相
談
会
開
催
鎧

※
初
め
て
の
方
も
お
気
軽
に
当
所
へ
お
申
し
出
下
さ
い
。

１１

１０

旺

王

欧

翁

横横横横横横横横横横横横横横横

横横横横横横横横横横横横横横横

殴
殴
殴
殴
殴
殴
殴
殴
殴
殴
殴
殴
殴
殴
殴
殴

殴
殴
殴
殴
殴
殴
殴
殴
殴
殴
殴
殴
殴
殴
殴
殴

胸自分のＰＲポイント

今の自分の座右の銘は「蛍雪

の功」です。

胸現在の担当業務

現場に出るための基礎知識習

得。

胸現在の課題

一つ一つの事に集中し、基礎知識を学ぶこと。

胸今後の目標

少しでも仕事を早く覚え、何でも自分に甘くせずに

取り組むことです。

胸留萌の好きな所・もの

　黄金岬の夕日が特に好きです。

株式会社 堀口組

土 
つち

屋 
や

泰 人 さん
たい と

（羽幌町出身 ・19歳）

わが社のフレッシわが社のフレッシュュ

今
年
、
る
も
い
呑
涛
ま
つ
り
前
夜
祭

の
実
行
委
員
長
も
務
め
た
代
表
の
小
村

昭
裕
氏
は
苫
前
町
出
身
。

歳
で
留
萌

１４

市
に
転
居
し
留
萌
中
学
校
を
卒
業
し
た

後
、
自
動
車
整
備
業
な
ど
に
４
年
、
飲

食
業
界
に
３
年
勤
務
。
そ
の
後
、
経
営

に
興
味
が
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、「
Ｂ
ａ
ｒ

Ｓ
ｔ
ｒ
ｅ
ａ
ｍ
」
を
開
業
、
先
月

日
で
お

１５

店
は

周
年
を
迎
え
ま
し
た
。

１５
店
内
は
、
カ
ウ
ン
タ
ー
席
（
８
席
）

と
ボ
ッ
ク
ス
席
（

席
）
を
備
え
て
お

２０

り
、
お
一
人
様
か
ら
グ
ル
ー
プ
ま
で

様
々
な
ニ
ー
ズ
に
対
応
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
飲
み
放
題
プ
ラ

ン
（
３
人
か
ら
可
）
は
、
お
一
人
様

分
３
埀０
０
０
円
と
対
応

９０

し
て
い
ま
す
。

職
場
や
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
で
の
飲
み
会
で
ご
利
用
の
際
に
は
、

ぜ
ひ
「
Ｂ
ａ
ｒ

Ｓ
ｔ
ｒ
ｅ
ａ
ｍ
」
ま
で
お
気
軽
に
ご
来
店
く
だ
さ
い
。

「自分もお客様も楽しく！」

Ｂａｒ Ｓｔｒｅａｍ

代　表

小村　昭裕 さん

員紹介 コー ナ ー会

噛会員紹介コーナーに掲載を希望される会員事業所様は当所 鼓４２－２０５８までお問合せ下さい。

留萌市開運町３丁目７－８

ＴＥＬ 0164－42－2950

営業時間／午後８時～

定休日／日曜日

革新的な製品・サービスの
開発や賃金を引き上げると
いった要件があります。詳
しくはかいぎしょＮＥＷＳ
８・９月号の９ページをご
覧ください。

Ｑ ＆Ａ コ ー ナ ー
商工 会 議所

商工会議所について毎月お答えし ま す。

No.１１３

新製品の開発に対する
補助金はありますか？

申請の要件などは
どのようになって
いますか？

令和６年度補正予算
「ものづくり補助金」の
募集が開始しました。

８～10月留萌商工会議所及び市内行事予定

煙…商工会議所関連行事　噛…市内行事
※行事予定は変更になる場合がございます。詳細は主催者へお問合せ下さい。

８月２０日昌噛留萌市平和祈念式典
　　　　　　　　　（留萌市役所 緯０１６４－４２－１８０１）

８月２４日掌噛第３６回るもい川まつり

８月２５日捷噛第１回まちづくり懇談会

８月２６日昇煙留萌青色申告会　親睦交流会

８月２９日晶煙事業継続力強化計画（簡易版ＢＣＰ）セミ

ナー

８月３１日掌煙萌商会ゴルフコンペ「会頭杯」

９月１日捷煙ごみ・ゼロ運動

９月９日昇噛クルーズ客船「飛鳥Ⅱ」寄港

９月１２日晶煙カスタマーハラスメント対策セミナー

９月１４日掌煙留萌市勤労者共済会
　　　　　　　　　　会員親睦バスツアー

９月２４日昌煙生成ＡＩ×事業計画書策定セミナー

１０月１日昌煙ごみ・ゼロ運動

１０月６日捷煙第６６回留萌商工会議所会員大会
　　　　　　　　　　　　　　　＆会員親睦交流会

１０月１５日昌煙商工会議所後期会費　口座振替日




